
第３回 福井南警察署協議会 

開 催 日 時 令和７年８月７日（木）午後３時から 

開 催 場 所 福井南警察署 ３階講堂 

出  席  者 
福井南警察署協議会 会長以下  ７名 

福井南警察署    署長以下 １０名 

協議会の概要 

１ 議事概要 

(1) 会長挨拶 

(2) 署長挨拶 

(3) 提言書交付 

(4) 議事 

ア 上半期情勢について 

  イ 質疑、応答 

  

２ 意見・質疑及び応答 

○ 委員： 偽物の警察官からのメールについて耳にするようになった。本当に警察

からのメールかどうかの識別方法を伺う。 

● 警察： 警察からのメールは、リュウピーネットのほか、「ふくいポリス」アプ

リや福井防犯力向上チャレンジ事業所に登録したメール宛に送信される。

それ以外のツールによるものは疑っていただきたい。 

 ○ 委員： 福井防犯力向上チャレンジ事業所について詳細を伺う。 

● 警察： 事業所単位で従業員の方々と防犯情報を共有し、防犯意識を高めていた

だくもの。また、県警察から事業所に対し、適時、犯罪発生状況等につい

て情報伝達を行っている。 

○ 委員： 地域の道路拡幅に伴い、優先道路を変更することは可能か伺う。 

 ● 警察： 地元の意見や交通量の関係もあるので、必要に応じ検討していく。 

 ○ 委員： 福井南地区でも、一方通行路を逆走する自動車を見かけるが、こうした

違反に対する警察署の対応方針を伺う。 

● 警察： 交通指導取締りを行うとともに、必要に応じ規制標識の設置場所や効果

的な道路標示の在り方を検討する。 

 ○ 委員： 若者に向けたネット上における広報について考えを伺う。 

 ● 警察： 「ふくいポリス」アプリによる広報の充実は有効な対策と考えている。 

 ○ 委員： 大相撲福井場所の場面を利用した防犯啓発のように、世代ごとに異なる

媒体を活用した広報啓発に取り組んでいただきたい。 

 ● 警察： 大相撲や学生とタイアップした街頭啓発のみならず、老人クラブや敬老

会等の各種会合における直接の働き掛けにも取り組んでいる。引き続き、

様々な啓発により、犯罪の抑止につなげていく。 



○ 委員： 高齢者へのアピールはテレビが効果的と思う。繰り返し放送が耳に残り、

被害防止につながると思うので、是非、効果的な啓発をお願いしたい。 

薬物について近年では品種改良によって、より常習性の強い大麻が出回っ

ているとも聞く。薬物は微量でも危険であることを周知いただきたい。 

 ● 警察： 非行防止教室では、ＳＮＳの誤った利用や闇バイトの危険性はもとより、

大麻等の薬物使用の危険性や根絶についても指導している。 

 

 

 


